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ン. リウマチ科 69(4): 369-376, 2023.
古賀智裕,住吉玲美,細萱直希,川上 純：キャッスルマン病・TAFRO症候群レジストリ研究. リウマチ科 69(4): 499-
502, 2023.
髙谷美秀, 原 万怜, 友川拓也, 下農真弘, 寶來吉朗, 岩崎啓介, 川上 純：成人IgA血管炎の長期経過中に全身性エリ

テマトーデスを合併した1例. 九州リウマチ 43(1): 51-55, 2023.
川上 純：関節リウマチの医療連携. 流 375: 4-25, 2023.

川上 純：COVID-19長崎大学の挑戦 : 新型コロナウイルスパンデミック記録集 : 2020.1-2021.9(第1波-第5波). 長崎

大学 : 160, 2023.
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住吉玲美,古賀智裕,大塚瑞奈,來留島章太,道辻 徹,梅田雅孝,福井翔一,川上 純：難治性の特発性多中心性キャッス
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的CD4+T細胞および自然免疫系細胞への関与と自己免疫性糖尿病進展への役割について. 日本先進糖尿病治療研
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